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	タイトルなしのセクション
	スライド 2: 輪島塗 石川県輪島市で作られている漆器「輪島塗」は、原料となる漆（うるし）の木と、 ケヤキなどの木地（きじ）に使われる木が豊富なこの地で発展しました。 輪島地の粉を使用しており、強固な品質と繊細で美しい装飾が特徴です。 ＜歴史＞ 輪島塗の起源については諸説ありますが、室町時代（約600年前）に紀州・根来寺（ねごろじ）から伝えられた漆器「根来塗」が由来といわれ、江戸時代に現在の輪島塗に近い形態になりました。現在では、国の伝統工芸品指定を受け、芸術性の高い漆器として評価されています。


